
運営委員会を開催

平
成
１６
年
度 

排
水
量
及
び
水
質
に
つ
い
て 

　

平
成
１７
年
６
月
１
日
午
前
１０
時

３０
分
か
ら
運
営
委
員
会
を
開
催

し
、
平
成
１７
年
度
予
算
等
３
件
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

　

平
成
１７
年
度
管
理
組
合
会
計
予
算

は
、７
億
５
、７
８
０
万
円
と
し
ま
し

た
。歳
入
の
９１
％
を
占
め
る
使
用
料

収
入
は
６
億
９
、０
４
２
万
円
を
見

込
み
、ま
た
歳
出
で
は
施
設
に
係
る

事
業
費
と
し
て
３
億
５
、６
４
７
万

円（
歳
出
総
額
の
４７
％
）、組
合
運
営

に
係
る
総
務
費
に
２
億
２
、９
８
６

万
円
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。 

　

平
成
１６
年
度
の
年
間
総
排
水
量

は
、３
億
８
、９
７
６
万
㎥
で
、前
年

度
よ
り
３８
万
㎥
減
少
し
ま
し
た
。 

　

留
保
排
水
量
は
、平
成
１６
年
度
中

に
８
工
場
が
廃
止
し
、１
工
場
が
許

可
排
水
量
を
減
量
し
た
こ
と
に
よ

り
、６
２
、５
２
９
㎥
増
加
し
て
、

２
５
６
、０
４
２
㎥（
計
画
排
水
量
の

１４
・
２
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

使
用
者
の
皆
様
の
積
極
的
な
留
保

排
水
量
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

し
た
。（
協
力
会
別
の
留
保
排
水
量

は
下
記
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。） 

　

こ
れ
に
対
し
、委
員
か
ら
は
、「
留

保
排
水
量
を
有
効
利
用
し
た
い
が
、

水
質
の
総
負
荷
量
や
用
水
確
保
等

の
規
制
が
あ
り
有
効
利
用
し
に
く

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。現
在
、田
子

の
浦
港
の
２
万
ト
ン
担
保
協
定
値

も
６０
％
程
度
で
水
質
も
良
好
で
あ

る
た
め
、規
制
緩
和
し
て
留
保
排
水

量
を
利
用
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　

次
に
、水
質
に
つ
い
て
は
、硫
化
水

素
の
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　

管
理
組
合
は
硫
化
水
素
に
よ
り

施
設
を
腐
食
さ
せ
な
い
た
め
、「
施

設
腐
食
防
止
に
か
か
わ
る
暫
定
指

導
指
針
」
を
定
め
、
暫
定
目
標
値

（
５
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）を
基
準
に
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
大
手
工
場
及
び
排

水
量
の
多
い
家
庭
紙
工
場
、３０
工

場
を
対
象
に
月
１
回
立
入
り
調
査

を
、マ
ン
ホ
ー
ル
や
公
共
桝
で
は
、

１４
箇
所
に
拡
散
式
硫
化
水
素
測
定

器
を
設
置
し
、空
間
部
の
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、各
排
水
路
の
９
箇
所
の

水
質
監
視
所
に
お
い
て
は
、排
水

中
に
溶
存
し
て
い
る
硫
化
水
素
を

測
定
す
る
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
て

い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、４９
工
場
に
自

主
監
視
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。 

　

現
在
は
、過
去
の
よ
う
に
高
濃

度
の
硫
化
水
素
が
連
続
し
て
検
出

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
、中
・
低
濃
度
の
硫
化
水
素

は
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
や

薬
品
・
硫
化
水
素
に
強
い
管
材
を

使
用
し
た
管
渠
の
改
築
や
補
修
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
鉄
蓋

は
硫
化
水
素
の
影
響
を
受
け
易

く
、短
期
間
で
腐
食
し
て
し
ま
い

ま
す
。施
設
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

硫
化
水
素
の
発
生
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

運営委員会を開催運営委員会を開催 
－平成17年6月1日－  

この広報誌は再生紙を使用しています。 

委員会風景 

硫化水素により腐食した管渠（昭和49年頃） 
昭和63年管渠補修工事完了 

（1号第7排水路：伝法沢ゲート付近） 

平
成
１７
年
度 

　
　

予
算
に
つ
い
て 

平
成
１７
年
度 

　
　

予
算
に
つ
い
て 

平
成
１６
年
度 

排
水
量
及
び
水
質
に
つ
い
て 

　

期
間
中
に
お
け
る
諸
作
業
は
例

年
実
施
し
て
い
る
管
内
点
検
作
業

な
ど
委
託
８
件
、岳
南
１
号
第
５
排

水
路
管
渠
更
生
な
ど
工
事
１４
件
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、過
去
の
管
内
点
検
調
査
時

に
、工
場
下
水
路
か
ら
の
浸
入
水
、

腐
食
欠
損
、ス
ラ
ッ
ジ
の
付
着
等
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。浸
入
水
は
土

砂
を
管
内
に
引
き
込
み
流
下
能
力

の
低
下
や
地
盤
沈
下
を
招
き
、腐
食

欠
損
は
管
の
破
損
に
よ
る
道
路
の

陥
没
が
、ス
ラ
ッ
ジ
の
付
着
は
管
断

面
積
の
減
少
に
よ
る
流
下
能
力
の

低
下
等
の
弊
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　

こ
の
機
会
に
使
用
者
の
皆
様
に

は
、工
場
下
水
路
の
点
検
調
査
を
し

て
い
た
だ
き
、清
掃
、補
修
工
事
等

を
実
施
し
、適
切
な
維
持
管
理
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

平
成
１７
年
度　

夏
季
工
場
排
水

流
入
禁
止
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度　

夏
季
工
場
排
水

流
入
禁
止
に
つ
い
て

平成１７年度管理組合会計予算 

（単位：万円） 

使　用　料 （岳南排水路の使用料） 
繰　入　金 （基金からの取りくずし金） 
繰　越　金 （前年度からの繰越金） 
諸　収　入 （基金預金利子など） 

歳入（会計年度内に入ってくるお金） 

合　　　　計 

69,042 
3,190 
3,000 
548 

75,780 

 

（単位：万円） 

（管路施設の整備に） 
（ポンプ場の運転や整備に） 
（硫化水素などの調査に） 
（庁舎管理や事務費などに） 
（災害復旧などに備えた積立金） 

歳出（会計年度内に使うお金） 

合　　　　計 

31,369 
3,500 
778 

22,986 
17,147 
75,780 

管路施設費 
ポンプ場管理費 
排水調査費  
総 務 費  
積 立 金 

富　士（鷹岡）

富　士（南部）

1 号 計

２     号

３ 号 A

３ 号 Ｂ

４     号

５     号

合     計

富士宮市

富士市
33.9%

23.1%

19.9%

25.1%

16.5%

14.4%

3.9%

0.0%

13.1%

14.2%

148,611

202,108

174,551

525,270

251,454

153,695

274,640

217,001

383,008

1,805,068

98,280

155,382

139,840

393,502

209,879

131,594

264,042

217,001

333,008

1,549,026

50,331

46,726

34,711

131,768

41,575

22,101

10,598

0

50,000

256,042

11 

3 

22 

19 

55 

25 

6 

8 

3 

5 

102 

富士宮（北部）

協 力 会 別
再配分後計画排水量
（A）

（現）許可排水量
（B）

留保排水量（A－B）工 場 数
許可 ㎥／日 %内、休止

岳南排水路許可排水量協力会別一覧表
平成１７年６月３０日現在

単位：㎥／日

2 

0 

0 

0 

2 

5 

0 

0 

0 

0 

7 
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平
成
１７
年
３
月
１６
日（
水
）ベ
ト

ナ
ム
か
ら
公
的
機
関
や
企
業
の
環

境
管
理
に
携
わ
る
管
理
責
任
者
３２

名
が（
財
）海
外
技
術
者
研
修
協
会

の
研
修
と
し
て
、管
理
組
合
に
来
所

し
ま
し
た
。一
昨
年
、昨
年
の
研
修
に

引
続
き
、３
度
目
と
な
り
ま
し
た
。 

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、工
業
地
域
に
お

け
る
排
水
自
主
管
理
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。 

　

今
回
の
研
修
も
、昨
年
同
様
、日

本
の
環
境
管
理
に
か
か
わ
る
諸
制

度
の
概
要
、環
境
保
全
に
対
す
る
効

果
な
ど
の
習
得
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。 

　

最
初
に
管
理
組
合
事
務
所
で
、岳

南
排
水
路
施
設
の
概
要
、建
設
の
歴

史
的
背
景
や
経
緯
、硫
化
水
素
ガ
ス

対
策
な
ど
の
維
持
管
理
上
の
諸
問

題
、田
子
の
浦
港
の
ヘ
ド
ロ
対
策
な

ど
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
映
像
を
交
え

て
研
修
し
ま
し
た
。 

　

午
後
は
田
子
の
浦
港
・
岩
本
山
公

園
に
立
ち
寄
り
、紺
屋
製
紙
へ
伺
い

ま
し
た
。 

　

紺
屋
製
紙
で
は
、山
本
社
長
か
ら

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、工
場
の
方
々

か
ら
、原
料
か
ら
製
品
に
な
る
ま
で

の
製
造
工
程
、排
水
処
理
施
設
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、工
場

内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

同
社
に
は
ベ
ト
ナ
ム
に
、平
成
１６

年
か
ら
運
転
を
開
始
し
た
紙
加
工

業
の
子
会
社
が
あ
り
ま
す
。 

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、参
加
者
は

立
ち
寄
っ
た
田
子
の
浦
港
や
岩
本

山
公
園
で
美
し
い
富
士
山
に
感
嘆

し
、盛
ん
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
て
い
ま
し
た
。 

ベトナムの環境管理 
責任者が来所 

平成１６年度 
「岳南排水路の 
排水量」が 

まとまりました 

平成１６年度 
「岳南排水路の 
排水量」が 

まとまりました 

　

平
成
１６
年
度（
平
成
１６

年
３
月
か
ら
平
成
１７
年

２
月
）の
岳
南
排
水
路
の

総
排
水
量
は
約
３
億
８
、

９
７
６
万
㎥
で
、昨
年
度

に
比
べ
わ
ず
か
に
減
少

（
３８
万
㎥
）し
ま
し
た
。

　

尚
、管
路
別
排
水
量
な

ど
に
関
す
る
資
料
を
ご

希
望
の
方
は
管
理
組
合

ま
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

説明を聞く研修生（管理組合会議室にて） 
挨拶をする山本社長（紺屋製紙） 

工場内を見学する研修生 

排水経路の説明（紺屋製紙） 

1号北部 
19％ 

1号南部 
9％ 

岳南2号 
12％ 

岳南3A 
8％ 

岳南3B 
14％ 

岳南5号 
23％ 

1号南部 
9％ 

平成16年度 
管路別年間排水量 
3憶8,976㎥ 

岳南2号 
12％ 

岳南3A 
8％ 

岳南3B 
14％ 

岳南5号 
23％ 

岳南4号 
15％ 

排水量の経年変化 排水量（万㎥） 

年　　　度 

48,000 

46,000 

44,000 

42,000 

40,000 

38,000 

36,000 
平成 
1年度 

45,972 46,284 44,766 42,295 42,773 42,116 42,113 42,838 42,435 41,641 41,471 41,198 40,095 38,832 39,014 38,976 

45,972 
46,284 

44,766 

42,295 
41,641 41,471 41,198 

40,095 

44,766 

42,295 
42,773 

42,116 42,113 
42,838 

42,435 
41,641 41,471 41,198 

40,095 

38,832 

39,014 38,976 

合　計 

平成 
2年度 

平成 
3年度 

平成 
4年度 

平成 
5年度 

平成 
6年度 

平成 
7年度 

平成 
8年度 

平成 
9年度 

平成 
10年度 

平成 
11年度 

平成 
12年度 

平成 
13年度 

平成 
14年度 

平成 
15年度 

平成
16年度

広 報「 が く は い 」 第16号（2） 平成17年7月15日 



　

今
泉
ポ
ン
プ
場
は
、今
泉
、比
奈

地
区
の
低
地
に
埋
設
さ
れ
た
岳
南

３
号
Ｂ
排
水
路
の
工
場
排
水
を
、岳

南
幹
線
排
水
路
に
揚
水
す
る
た
め

に
作
ら
れ
た
中
継
ポ
ン
プ
場
で
す
。 

　

幹
線
排
水
路
の
水
位
は
放
流
先

で
あ
る
田
子
の
浦
港
の
潮
位
に
影

響
さ
れ
る
た
め
、満
潮
時
や
、台
風
・

大
雨
に
よ
り
潮
位
が
高
く
な
っ
た

と
き
に
ポ
ン
プ
が
稼
動
し
て
揚
水

し
ま
す
が
、潮
位
が
低
い
と
き
に
は

バ
イ
パ
ス
ゲ
ー
ト
を
全
開
し
て
自

然
流
下
に
よ
り
放
流
し
て
い
ま
す
。 

　

今
回
建
設
し
た
非
常
用
バ
イ
パ

ス
は
、ポ
ン
プ
施
設
が
故
障
で
稼
動

し
な
い
と
き
や
緊
急
停
止
し
た
場

合
、流
入
し
て
く
る
工
場
排
水
を
揚

水
出
来
な
く
な
り
、多
量
の
排
水
が

沈
砂
池
や
道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー
ル

か
ら
溢
れ
て
、交
通
障
害
や
浸
水
被

害
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

今泉ポンプ場内非常用バイパス新設置箇所 

非常用バイパス 

ポンプ場 

バイパス バイパスゲート 

コンクリート杭の打込み 

配筋作業 

現場打ちボックスカルバート 

非常用バイパス完成 

り
、新
設
箇
所
が
軟
弱
地
盤
で
あ
る

こ
と
及
び
耐
震
対
策
の
た
め
、基
礎

部
に
は
径
４
５
０
㎜
長
さ
８
ｍ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
を
５４
本
打
込
み
、

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
一
体
化
さ

せ
ま
し
た
。事
業
費
は
３
、３
０
０

万
円
で
、平
成
１７
年
３
月
末
に
完
成

し
ま
し
た
。 

管渠更生工　　600mm    
Ｌ＝115.8ｍ    
管渠更生工　　1,650mm    
Ｌ＝56.1ｍ    
管渠更生工　　600mm    
Ｌ＝66.1ｍ    
管渠更生工　　1，800mm    
Ｌ＝65.5ｍ    
管渠更生工　　1,500mm    
Ｌ＝21.7ｍ    
管渠更生工　　1,500mm    
Ｌ＝118.4ｍ
管内ＴＶカメラ調査工　Ｌ＝1,123ｍ
管渠内洗浄工　Ｌ＝1,572ｍ
目視調査工　Ｌ＝2,227ｍ

管内ＴＶカメラ調査工　Ｌ＝703ｍ
管渠内洗浄工　Ｌ＝703ｍ
目視調査工　Ｌ＝3,023ｍ

岳南１号第５排水路 
管渠更生工事（第１工区） 

管理組合が発注した工事及び委託 （平成１７年４月１日から６月３０日までの主な発注工事及び委託） 

11,025,000 

 

22,890,000 

 

5,407,500 

 

30,030,000 

 

17,115,000 

 

49,350,000 

 

3,507,000 

 

3,150,000 

 

4,494,000 

 

1,911,000 

 

富士市荒田島町 
 
富士市日乃出町 
 
富士市今泉一丁目 

 
富士市比奈 
 
富士市依田橋 
 
富士市依田橋 
 
富士市久沢外 
 
富士市原田外 
 
富士市永田町外 
 
富士市今泉 

入札  
  
入札  
  
入札  
  
入札  
  
入札  
  
入札  
  
入札  
  
入札  
  
入札  
  
入札  
  

岳南１号分排水路 
管渠更生工事（第４工区） 

岳南２号第５排水路 
管渠更生工事（第２区） 

岳南３号第４排水路 
管渠更生工事（第５工区） 

岳南４号排水路 
管渠更生工事（第５工区） 

岳南４号排水路 
管渠更生工事（第10工区） 
岳南排水路管内 
点検作業委託（その１） 

岳南排水路管内 
点検作業委託（その２） 

岳南排水路腐食診断 
調査業務委託 

今泉ポンプ場非常用 
発電設備点検作業委託 

富士和建設㈱

㈱神尾工業

須山建設㈱

㈱ピ－エス三菱
静岡営業所

ＪＦE工建㈱
静岡営業所

管清工業㈱
静岡営業所
富士ロ－ド
サ－ビス㈱

㈱東海建設
コンサルタント

富士電機システムズ㈱
静岡支店

村本建設㈱
名古屋支店

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

管路施設腐食診断
（　1,650～1,800mm） Ｌ＝1,910ｍ

今泉ポンプ場非常用発電設備点検

め
、緊
急
対
応
が
完
了
す
る
ま
で
の

間
、ポ
ン
プ
場
に
流
入
し
て
く
る
排

水
を
幹
線
排
水
路
に
放
流
す
る
た

め
の
非
常
用
管
路
で
す
。 

　

現
場
打
ち
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

（　

1
、0
0
0
×
1
、0
0
0
㎜
）

を
延
長
４４
・
０３
ｍ
新
設
す
る
に
あ
た

□・

工事・委託名称 施行業者  施行場所  施    工     概     要  契約の方法 契約額（円） 番号 

今泉ポンプ場の 
非常用バイパス管路が完成 

広 報「 が く は い 」 第16号（3） 平成17年7月15日 



　今年も、毎年夏に実施している岳南排水路の点検・集中工事が間近となりました。 
　使用者の皆様にはもう一度、日程を確認していただき、工場内の水が岳南排水路
へ流れないよう、確認をお願いします。 
 
 
 
 
　使用者の皆様には、点検期間中に工場下水路を点検調査していただき、清掃、補
修などにより適切な維持管理をお願いいたします。 

排水管内の点検作業（ＴＶカメラ、目視調査など） 
排水管の更生工事など 
その他（今泉ポンプ場に係る作業など） 

……… ８件 
………………………………… １４件 

………………… ４件 

　

平
成
１６
年
１２
月
１
日
か
ら
平
成

１７
年
６
月
３０
日
ま
で
の
使
用
者
の

変
更
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

平成17年6月30日現在　使用工場数102工場（うち休止工場7工場） 

大宮製紙㈱ 
大日製紙㈱ 
林製紙㈱ 
三幸㈱ 
ジヤトコ㈱ 

新しい代表者 
爲明　直樹 
坂本　勝彦 
林　　浩之 
山岸　健一 
石田　繁夫 

工　　場　　名 
代
　
表
　
者
 

変更前の工場名 新しい工場名 名
　
　
称
 
※使用廃止工場 ㈱コ－チョ－    Ｈ17.2.25廃止 

利久製紙㈲　　Ｈ17.3.31廃止 

路線ごとの日程 

期　間 自　平成17年7月25日（月）　午前5時 至　平成17年7月29日（金）　午後5時 （延べ　108時間） 

日　時 
5 
7月25日（月） 7月26日（火）7月27日（水） 7月28日（木） 7月29日（金）

17 5 17 5 17 5 17 5 17 路　線　名 
岳南1号排水路 

岳南1号分排水路 

岳南2号排水路 

岳南3号A排水路 

岳南3号B排水路 

岳南4号排水路 
岳南5号排水路 

岳南幹線排水路 

（第1・第2・第3・第4・第5・第6・第7） 

（第1・第2・第3・第4・第5） 

（第1・第2・第3） 

（第1・第2・第3） 

（第4・第5） 

工場ごとの日程 

ご協力を 
お願いします。 

　今年も、毎年夏に実施している岳南排水路の点検・集中工事が間近となりました。 
　使用者の皆様にはもう一度、日程を確認していただき、工場内の水が岳南排水路
へ流れないよう、確認をお願いします。 
 
 
 
 
　使用者の皆様には、点検期間中に工場下水路を点検調査していただき、清掃、補
修などにより適切な維持管理をお願いいたします。 

夏の点検及び 
集中工事間近 
夏の点検及び 
集中工事間近 
夏の点検及び 
集中工事間近 
期間中は工場排水は流さないでください 

　平成１７年度版「岳南排水路の概要」（Ａ４判、２３ペ
ージ）ができました。岳南排水路の詳細についてまとめ
てあります。ご希望の方は下記までお問合せください。 

岳南排水路の概要（平成１７年度版） 
　　　ができました 
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

三幸㈱ 
日本製紙㈱富士工場鈴川 
日本製紙㈱富士工場富士 

三幸製紙㈱ 
日本製紙㈱鈴川工場 
日本製紙㈱富士工場 

使
用
者
の
動
き
 

使
用
者
の
動
き
 

岳南排水路管理組合　業務係　　直通 ０５４５-５１-２６６７ 

排水管内の点検作業（ＴＶカメラ、目視調査など） 
排水管の更生工事など 
その他（今泉ポンプ場に係る作業など） 

……… ８件 
………………………………… １４件 

………………… ４件 

平成１７年度の 
夏の点検時に 
予定している作業 

平成17年7月25日（月）午前5時　から　7月29日（金）午後5時まで 
地区 路線 工 場 名 地区 路線 工 場 名 地区 路線 工 場 名 地区 路線 工 場 名 

凡 例 

富

士

宮

地

区
 

鷹

岡

地

区
 

蓼
原
地
区
 

比

奈

地

区
 

比
奈
・
鈴
川
地
区
 

今

泉

地

区
 

伝

法

・

吉

原

地

区
 

鷹

岡

地

区
 

1－4 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
1－6 
1－7
〃 
1－1 
〃 
〃 
〃 
〃 
1－5
〃 
1－7
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

1－分 
 
〃 
 
 

2－1 
〃 
〃 
〃 
〃 
2－2 
〃 
2－3
〃 

〃 
 

2－4
〃 
2－5
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
 

森永乳業㈱富士工場 
信栄製紙㈱ 
大宮製紙㈱ 
マスコ－製紙㈱ 
㈱ニッピ富士工場 
東京製紙㈱ 
王子特殊紙㈱第一工場 
富士宮事業所 
太洋紙業㈱ 
高尾製紙㈱本社工場 
㈲フジ化学 
丸王製紙㈱ 
丸富製紙㈱富士根工場 
西山工業㈱ 
東洋インキ製造㈱ 
富士製造所 
天間特殊製紙㈱ 
王子キノクロス㈱ 
富士工場 
王子特殊紙㈱第一工場 
丸井製紙㈱板紙工場 
滝沢製紙㈱ 
岳南第一製紙協同組合 
丸井製紙㈱家庭紙工場 
富士里和製紙㈱ 
丸金製紙㈱ 
東洋ファイバー㈱ 
富士工場 

富士共和製紙㈱ 
三六九製紙㈱ 
マツオカ製紙㈱鷹岡工場 
三和製紙㈱ 
豊年製紙㈱ 
紅嶺製紙㈱ 
新和洋製紙㈱ 
松菱製紙㈱ 
荒川化学工業㈱富士工場 
明治製紙㈱鷹岡工場 
高野製紙工業㈱ 
田子浦パルプ㈱ 
徳育製紙㈱ 
中西製紙工業㈱ 
富士メッキ㈱ 
三幸㈱ 
イデシギョ－㈱ 
㈱国光パルプ事業部 
明治製紙㈱伝法工場 
勇和産業㈱ 
キュムラス㈱ 
豊年製紙㈱伝法工場 
大進加工紙㈱ 
紺屋製紙㈱ 
丸紅㈱静岡支店 
明治製紙㈱本社工場 
王子板紙㈱富士工場 

3－4 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
3－5 
〃 
 
4 
〃 
〃 

林製紙㈱ 
興亜工業㈱ 
朝日化学工業㈱富士工場 
日本大昭和板紙吉永㈱ 
ジヤトコ㈱ 
志田製紙㈱ 
久保田製紙㈱ 
市川製紙㈱ 
 
日本製紙㈱富士工場鈴川 
日本大昭和板紙吉永㈱ 
興陽製紙㈱ 

1－1 
1－分 
2－1 
3－1 
4 
5－1 
幹線 

岳南１号第１排水路 
岳南１号分排水路 
岳南２号第１排水路 
岳南３号第１排水路 
岳南４号排水路 
岳南５号第１排水路 
岳南幹線排水路 

静岡瓦斯㈱生産・供給 
管理センター 
㈲後藤商会 
 
 
㈱興人富士工場 
美藤製紙㈱ 
大二製紙㈱ 
丸富製紙㈱原田工場 
㈱田島鉄工所 
丸富製紙㈱今泉工場 
丸茂製紙㈱ 
東海製紙工業㈱ 
丸王製紙㈱吉原工場 
ダイニック㈱ 
大平カンパニ－富士工場 
ニットク㈱ 
和興製紙㈱ 
新橋製紙㈱ 
新橋製紙㈱第二工場 
大日製紙㈱ 
美藤製紙㈱第二工場 
富久興製紙㈱ 
ミヅホ製紙㈱ 

1－1 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

〃 
 
〃 
〃 
1－1 
〃 
〃 
〃 

〃 
 
〃 

〃 
 
〃 
〃 
〃 
〃 
1－2 
1－3 
〃 

1－4 

平成17年7月25日（月）午前5時から 
平成17年7月27日（水）午後5時まで 

平成17年7月25日（月）午前5時から 
平成17年7月26日（火）午後5時まで 

地区 路線 工 場 名 

地区 路線 工 場 名 

原

田

地

区
 

平
垣
・
蓼
原
地
区
 

今
泉
地
区
 

3－1 
  
〃 
3－2 
〃 
3－3 
〃 
 
 

5－1 
 〃 
 〃  
〃 
5－2 
5－3 
   
 
 

幹線 
 〃 

イズミコ－ポレ－ 
ション㈱ 
三島製紙㈱原田工場 
望月紙業㈱ 
五條製紙㈱ 
小野製紙㈱ 
春日製紙工業㈱ 
 
 
日本製紙㈱富士工場富士 
大興製紙㈱ 
日本製紙㈱富士工場富士 
王子特殊紙㈱富士工場 
静岡フジサワ㈱ 
王子製紙㈱富士工場 

日清紡績㈱富士工場 
三島製紙㈱原田工場 
依田橋 

広 報「 が く は い 」 第16号（4） 平成17年7月15日 

 


